










研究目的

　近年医学の進歩によって,これまで難治性とされてきた遣伝性疾患でも,早期

に診断して適切な治療を加えれば,ほぼ完全に治癒しうるものがふえてきた。

この傾向は今後ますます強まることは疑いないから,それに伴って治癒した患

者が結婚し,人並みに子どもを持つケースもふえてくるに違いない。本研究の

目的は,こうした自然淘汰の緩和が,子孫の世代の遺伝的荷重にどのような影響

を及ぼすかを検討することにある。


